
当社商品のご紹介
当社では、災害時に役に立つ商品の開発、販売に力を入れています。ここでは、一部を紹介します。
またwithコロナ・afterコロナを見据え、新商品開発、HP刷新、ECサイト開設、DtoCブランドにも取
り組んでいます。

■スペースクール
放射冷却素材「SPACECOOL®」を利用した膜材料の正式販売を開始しました。

■人工芝「ボルスターフ」
カンボウオリジナルブランドで、人工芝「ボルスターフ」の販売をスタートしました。
リアルタイプ「WYK2019」、防炎タイプ「EPT-100」の２種類があります。２種類に共通する
特徴が、クッション性が高いのに軽量、水はけ性が良いこ
とで、仮設用途に最適な製品となっています。
また、防炎タイプは防炎認定を取っていることと、人工芝
の課題でもあるパイル（マイクロプラスチック）が脱落し
ないことも特徴になっています。実績としては、日産スタ
ジアムの天然芝周りの陸上トラック上の目隠し、埼玉スタ
ジアムのウォーミングアップルームの床面、どちらもサッ
カーＪリーグに所属するチームのホームスタジアムで採
用されています。

SPACECOOL株式会社と共同開発した本製品。膜構造建築物やテン
ト倉庫、医療・防災テントやトラックの荷台カバーでの利用など、暑
熱環境を改善したい用途の探索や、様々なパートナー企業とのアライ
アンスを推進することで、ゼロエネルギーでの冷却による温室効果ガス
の排出抑制や熱中症予防・食品鮮度維持などに貢献していきます。

日産スタジアム 埼玉スタジアム

＜製品写真＞＜製品写真＞
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■どこでも、すぐに、住みたくなる心地よさ。「インスタントハウス」
外装がテント倉庫生地、内装がウレタン発泡材で構
成されている「インスタントハウス」は、短時間で
の完工、どこでも設置可能、快適性が特徴の製品で
す。アウトドア用グランピングテントでの宿泊施
設、災害時の仮設住宅・避難所での生活環境整備、
患者の隔離・保護など様々なシーンで可能性がある
ことで注目されています。

■原反端材を使ったアップサイクル商品
フレキシブルコンテナバッグを製造する際に出る、
EVA素材の原反端材を再利用した、アップサイクル
商品が完成しました。原反のビビッドな色合いを活
かしたシンプルなデザインにこだわり、名刺入れ、
PC・書類ケース、ブックカバーの各３色を展開、
地球環境に優しい商品企画に力を入れています。
３種類とも自社ECサイトでの販売、展示会への出
展を予定しています。

ブックカバー PC・書類ケース

名刺入れ
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■防災カタログの更新
災害避難時など防災に関わるカタログのリニューアルをいたしました。
幅広い防災商品のラインナップを取り揃えております。
下記URLにてカタログの内容をご覧いただけます。
https://kanbo.co.jp/cms/wp-content/uploads/2021/03/防災カタログ.pdf

■グリーンアップマイスター
お庭でのプランターの土入れ替え作業や、おうちでの軽作業など多用途に使えます。
「綿帆布」を使用しており、高撥水と高耐久をもった安心できる商品です。
https://kanbo.co.jp/cms/wp-content/uploads/2023/07/グリーンアップマイスター園芸
トレーシート.pdf
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　不良品発生件数、発生率ともに減少傾向で推
移しております。不良品発生の要因としては、
設備要因と加工要因があり、設備要因では、不
良品発生を抑えるため、設備点検・清掃を定期
的に実施し不良品発生に歯止めを掛けています。
加工要因では、工程内管理を確実に実施し、「作
業手順書の見直し」「加工条件の改訂」「工程内
検査の徹底」などの活動で、不良品発生低減に
取り組んでおります。また、作業環境の改善、
５Sの推進を実施しており、衛生面からも不良低
減に努めています。
　これら様々な活動で、当社製品を安心してご
使用いただけるよう、取り組んでいきます。

　福井工場では安全性、生産性の向上、品質向上のために班長を中心にグループとなり、作業標準書の更新を行って
います。
　労災ゼロを目指し、KY活動やリスクアセスメントの作成、第三者の目線で危険箇所を発見するために安全パトロー
ルを実施し、より安全な職場にする活動にも積極的に取り組んでいます。

　2022年度の苦情発生件数は前年度と比較して
24%削減しました。
　お客様に指摘していただいた不具合の真因を
捉え、確実に改善を進めていきます。

苦情発生状況

小集団活動

不良品発生状況

【品質について】

福井工場は、全員の責任と役割を明確にし、お客様の満足度向上に努める。
福井工場は、法令を遵守し、社会的規範となる。
福井工場は、設定した品質目標を達成させ、かつ継続的に改善する。
福井工場は、品質マネジメントシステムの有効性を定期的に見直す。

改定　2013年12月1日

品質方針
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不良品発生件数推移
（注）2011年度を100とした場合の指数表示となっています。
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